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要  旨

栽培歴史が数十年以上 となる愛媛県産地域農産物を108点 入手 し,脂 質酸化抑制能 とラジカル消去能によ

る抗酸化能 と総ポ リフェノール含量に関す る食品機能性 を評価 した。その結果,穀 類や豆類,葉 菜類に高い

抗酸化能を示すものがあり,こ れ らは総ポ リフェノール含量の多い傾向がみ られた。また,競合関係にある

地域農産物 と量販品 目を比較 した場合 ,庄 ダイコン等10種 の地域農産物が食品機能性上の優位な高い抗酸化

能を有することが明らかとなった。

キーワー ド:地 域農産物 ,抗酸化能,脂質酸化抑制能 ,ラ ジカル消去能,ポ リフェノール

1.は じめ に

野菜類 等 に含 まれ る渋 味や え ぐ味 はア クの成分

と して消費者 には好 まれ なか ったた め ,こ れ まで

は品種 改 良 に よ りこの成分 の少 ない野菜 が選 ばれ

て きた (的 場 ,2007)。

一方 ,渋 味や え ぐ味成 分 の うち,ポ リフェ ノー

ル は抗酸化能 が認 め られ (東 ら,2001),ガ ンや 生

活 習慣病 の発症 や老化 な ど生体 内の酸化 傷害 を防

ぐ機 能 を高 め る可能性 が示 唆 され て い る (荒 井 ,

1995;二 木 ら,2005;清 水 ,2006;吉 川・大澤 ,

2006;二 木 ら,2007;中 谷 ら,2007;久保 田・森

光 ,2008)。 このた め最 近 では ,国 民 の健康志 向の

高 ま りか ら,抗 酸化能 な ど高 い機 能性 を有す る食

品へ の関心が高 くな ってい る。

ところで ,農 産物 に着 目す る と,在 来 系統や舶

来 系 統 を 問 わ ず ,気 候 や 風 土 あ るい は食 文 化 と

い つた地域性 の影 響 を顕著 に受 け,固 有 の特徴 を

有す る農 産物 (以 下、地域 農 産物 とす る)が 全 国

各地 でみ られ てい る (藤 巻 ,1998;津 志 田,2000;

津志 田,2004;八 巻 ,2008;日 本種苗協会 ,2009)。

愛媛 県 にお いて も概 ね栽培歴 史 が 50年 以上 の農産

物群 が 「ふ る さと農産物」 として 35品 目認 定 され

てい る (愛 媛 県農林水 産部農産 園芸課 ,2002).こ

れ以外 に も県 内 には地域 に根 ざ した伝統 的 な地域

農 産物 が数 多 く存在 してい る。

これ まで に各府 県 で は,多 くの農 産物 を対象 に

抗酸化能や 抗酸化成 分 につ いて調 査 し,そ の うち

地 域 農 産 物 の優 位 性 が 明 らか に した 事 例 が あ る

(木 村 ら,2002;榎 本 ,2003;森 山 ら,2003;須
田 ら,2005;山 口ら,2005;木 村 ら,2006;高 橋

ら,2007;木 村 ら,2008;山 本 ら,2009)。 しか

し,現在 まで に愛媛 県産地域農 産物 を対象 と して

評価 した事例 は見 当た らない .こ れ ら食 品 の抗 酸

化能や抗 酸化成 分含 量 を明 らかにす る こ とは ,今
後 の多様 な販 売方法 を展 開 してい く上 で有意義 で

あ り,生 産現場 か らの要望 で もあ る。そ こで ,本
研 究 では ,愛 媛 県産地域農 産物 を中心 に食 品機 能

性 を明 らか に し,こ れ らの高付加 価値 化 に資す る

こ とを 目的 に以 下の分析 を実施 した。

まず ,抗 酸化能 と総 ポ リフェ ノール含 量 を測 定

した。次 に,地 域 農 産物 にお ける抗 酸化能 と総 ポ

リフェ ノール含 量 の相 関 を調 べ た 。また ,愛媛 県

産地域農 産物 と競合 関係 が予想 され る量販 品 日と
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の結果 よ り,幾 つ かの知 見が得

報告す る。

点 ,果 樹類 13点 ,根 菜類 12点 ,葉菜類 8点 ,果菜

類 3点 ,茶 類 4点 に分類 され ,「 ふ る さ と農 産物 」

か らは 30点 を選 定 した。供試 サ ンプル は 2004～

2006年 にか けて生産 地 あ るい は直 売所 か ら調 達

し,収集 後 は速や か に分析 を行 つた。なお ,測 定

部位 につ いては可食部 のみ に限定 した .

2.2愛 媛 県産地域農産物の抗酸化能 と抗酸化成分

に よ るス ク リー ニ ング

様々な抗酸化能の評価手法 (浅 田ら,1992;り |1岸
,

2.試 験 方 法

2.1供 試材料 と試料調 整

表 1‐ 1,1‐ 2に 示す とお り,分析 に供試 したサ ン

プル は ,栽培歴 史 が概 ね 50年 以上 とな る「ふ る さ

と農 産 物 」 等 の愛 媛 県 内 の 地 域 農 産 物 の 中 か ら

108点 を選 定 した。種類別 では穀類 47点 ,豆 類 21

表 1‐ 1 分析に供試した愛媛県産地域農産物一覧 (穀類,豆類)

区分名

(サンフ
°
ル数 )

No.地域農産物名   (測電獣位)入 手先
ふるさと

農産物
No.地域農産物名 劇麿蘇L)入手先ふるさと

農産物

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

穀類  12
(47)   13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

紫黒米

黒米 (1)

黒米 (2)

黒米 (3)

黒米モチ

赤米

赤米 ウルチ

赤米モチ

緑米

香米 さわかほ り

香米ちほの香

香米清水早生

モチムギ

ハダカムギ

タカキビ(1)

タカキビ(2)

タカキビ(3)

タカキビ(4)

キビ(1)

キビ(2)

モチキビ(1)

モチキビ(2)

コキビ(1)

コキビ(2)

四国中央市

鬼北町

東温市

鬼北町

西予市

鬼北町

西予市

西予市

東温市

西予市

西予市

西予市

東温市

東温市

久万高原町

伊予市

西予市

白色   鬼北町

久万高原町

西予市

西予市

東温市

鬼北町

西予市

25 コキビ(3)

26 モチ トウキビ(1)

27 モチ トウキビ(2)

28 モチ トウキビ(3)

29 トウキビ(1)

30 トウキビ(2)

31 トウキビ(3)

32 トウキビ(4)

33 トウキビ(5)

34 トウキビ(6)

35 トウキビ(7)

36 アワ(1)

37 アフ(2)

38 アワ(3)

39 アワ(4)

40 アワ(5)

41 モチアワ(1)

42 モチアワ(2)

43 シヨクビエ (1)

44 シコクビエ (2)

45 シヨクビエ (3)

46 ソバ (1)

47 ソバ (2)

西予市

青紫色  鬼北町

赤色   久万高原町

青紫色   西予市

赤色   鬼北町

久万高原町

西予市

西予市

西予市

鬼北町

伊予市

久万高原町

ヒゲ無 し 西予市

ヒゲ有 り 西予市

鬼北町

西予市

東温市

西予市

穂が赤い  松山市

松山市

東温市

伊予市

西予市

48 ういろう豆

49 うずら豆 (錦豆)(1)

50 うずら豆 (錦豆)(2)

51 うずら豆 (錦豆)(3)

52 うずら豆 (1)

豆類  53 うずら豆 (2)

(21) 54 
うずら豆 (3)

55 うずら豆 (4)

56 うずら豆 (5)

57 うずら豆 (6)

58 うずら豆 (7)

東温市

白色   伊予市

赤色  伊予市

久万高原町

久万高原町

久万高原町

久万高原町

久万高原町

久万高原町

久万高原町

久万高原町

59 うず ら豆 (8)

60 花豆 (1)

61 花豆 (2)

62 赤大豆

63 紫大豆

64 黒大豆 (1)

65 黒大豆 (2)

66 青大豆 (1)

67 青大豆 (2)

68  ′卜』2

久万高原町

紫色   久万高原町

白色   久万高原町

久万高原町

久万高原町

東温市

久万高原町

東温市

久万高原町

久万高原町

○

　

○
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表 1‐2 分析に供試 した愛媛県産地域農産物一覧 (果樹類,根菜類,葉菜類,果菜類等)

。%)に 地域農産% 側盤。入手先
t曇』瘍 No.地域農産物名 盪 ω 好先ふるさと

農産物

69

70

果樹類  71
(13)  72

73

74

75

アケビ (紫幸)

七折小梅 (1)

七折小梅 (2)

七折小梅 (3)

カキ (川 登早生)

カキ (松本早生富有 )

いまちのこみかん

(果肉)

果皮が青色

果皮が黄色

果皮が赤色

(果肉)

(果肉)

(果肉)

伊予市

砥部町

砥部町

砥部町

内子町

内子町

今治市

○

○

○

○

76 晩柑 (ナ ダオレンジ)

77 晩柑 (美 生柑)

78   りL本甘 (シ
゛
ューシーフルーツ)

79 古谷梨

80 友浦巨峰

81 青いレモン

(果 肉)

(果 肉)

(果 肉)

(果 肉)

(果 肉)

伊方町

愛南町

伊方町

今治市

今治市

上島町

○

○

○

82

83

根菜類  84
(12)    85

86

87

自然薯

瀬戸金太郎芋

七福芋

早堀馬鈴薯

バレイショ (地イモ)

蒟蒻芋 (在 来系)

砥部町

伊方町

松山市

宇和島市

久万高原町

大洲市

○

○

○

○

○

88 庄ダイコン

89 波方青首大根

9o 河之内大根

91 鵜島のラッキョウ

92 山ゴボウ

93  レンコン

松山市

今治市

今治市

今治市

久万高原町

宇和島市

○

○

○

○

○

○

94

95
葉菜類

(8)     96

97

セ リ(1)

セ リ(2)

ゴギ ョウ

スズシロ

七草用

西条市

西条市

西条市

西条市

98 スズナ

99 ナズナ

100  ハコベラ

101 ホ トケノザ

西条市

西条市

西条市

西条市

102

果菜類他  103
(7)     104

105

ナス (西条絹皮 )

ナス (大 門)

オランダエン ドウ

ビワ葉茶 (1)

西条市

四国中央市

愛南町

(抽出液) 伊予市

106 ビワ葉茶 (2)

107 ビワ葉茶 (3)

108 天狗黒茶

種入 り、 (抽出液)伊 予市

粉茶、 (抽出液) 伊予市

(抽出液)  西条市

○

○

○

○

○

○

〇

総数 108サ ンプル

1996;江 頭 ,2002;大 澤 ,2005)の うち,脂 質酸

化 抑 制 能 及 び ラ ジカル 消去 能 の 2法 を採 用 した .

また ,抗 酸化成 分 につ いて は ,総 ポ リフェ ノール

含 量 (辻 ,2002;竹 内 ら,2004)を 測 定 した。な

お ,こ れ らの分析 は 3か ら4回 繰 り返 し平均値 で評

価 した .単位 はそれ ぞれ の標 準試薬 を用 い検 量線

を作 成 後 に新 鮮 重 100g当 た りの相 当量 を算 出 し

た .測 定 機 器 は BECKMAN社 製 DU‐ 65
Spectrophotometcrを 使 用 した .サ ンプル か らの

測 定試 料抽 出 には 80%エ タ ノール を使 用 したが ,

穀類 につ いて は プ ロア ン トシアニ ンの抽 出効 率 を

高 め るた めに篠原 ら (2000)の 手法 に準 じて 80%
アセ トンを使 用 した。溶媒 量 は lgに 対 し 25“ ′を

使 用 した が ,得 られ た測 定試 料 が検 量線 に適 しな

けれ ば,試 料濃度 を適 宜調整 して測 定 した。

2.2.1脂 質酸化抑制能 の測 定

脂 質酸化抑制能 は ,リ ノール酸 の酸化物 が β‐カ

ロテ ンを退色 させ る作用 を利 用 した β̈ カ ロテ ン退

色法 (篠 原 ら,1999)に よ り測 定 した .標 準試薬

には食 品添加 物 で あ る合成 酸化 防止剤 ブチル ヒ ド

ロキシアニ ソール (BHA,和 光純薬社製 )を使 用

し,こ れ よ り得 られ る検 量線 か ら算 出 した。

2.2.2ラ ジカル消去能の測定

ラ ジ カル 消 去 能 は ,有 色 安 定 ラ ジ カル で あ る

1,1‐ diphcnyl‐ 2‐ picrylhydrazyl(DPPH,不 口光純薬

社製 )の 消去 に伴 う退 色作用 を利 用 した ラジカル

消去能 /分 光測 定法 (篠 原 ら,2000;日 本食 品科

学工学会 ,2008)に よ り測 定 した。標準試薬 には

Trolox(Sigma社 製 )を 使用 し, これ よ り得 られ

る検量線 か ら算 出 した .

2.2.3総 ポ リフェノー ル含量 の測 定

総 ポ リフェノール含 量 は ,フ ェ ノール試薬 を用

いた反応 を利 用 し,未 知 のポ リフェ ノール成分 を

含 む総 量 を定量可能 とす る Folin‐ Denis法 (篠 原

ら,2000)に よ り測定 した .標 準試薬 には ク ロロ

ゲ ン酸 を使 用 し,こ れ よ り得 られ る検 量線 か ら算

出 した .
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表2愛媛県産地域農産物を対象とした抗酸化能および総ポリフェノール含量のスクリーニング

区

分

名

地域農産物名 願靴鵬， は可岬

ラジ   総ポ リ
カル   フェノール

消去能   含量
Trolox クロログン酸
相当量   相当量
μmoν     mg/
100gFW  100gFW

NO. 地域農産物名

脂質   ラジ   総ポ リ
酸化   カル   フェノール

抑制能  消去能   含量
BHA  Trolox クロログン酸

相当量  相当量   相当量
mg/   μmoν     mg/

100gFW  100gFW     100gFW

1 紫黒米

2 黒米 (1)

3 黒米 (2)

4 黒米 (3)

5 黒米モチ

6 赤米

7 赤米 ウルチ

8 赤米モチ

9 緑米

10 香米さわかほ り

H 香米ちほの香

穀  12 香米清水早生

類  13 モチムギ

14 ハダカムギ

15 タカキビ(1)

16 タカキビ(2)

17 タカキビ(3)

18 タカキビ(4)

19 キビ(1)

20 キビ(2)

21 モチキビ(1)

22 モチキビ(2)

23 コキビ(1)

24 コキビ(2)

1012     896.4       9208

797    2,4744     1,1390

480     4559       333.2

477     432.7       3895

464     335.5       3998

848    2,6517     1,201 1

842    1,9278     1,1531

845    1,9110      1,2193

13.1     1303       273

13.4     1848        37.4

112     1888        530

45.7     1641        457

38.8     4183       3564

37.9     3652       2793

407.5    3,671_3     3,3752

1494    5,6173     3,3061

894    1,7826     1,9140

929     4304       3315

1297     133 1       1094

674     1641       1121

302      712        54.5

261      516       107.8

630     1439        10.0

527     1312        117

25 コキビ(3)

26 モチ トウキビ(1)

27 モチ トウキビ(2)

28 モチ トウキビ(3)

29  トウキビ(1)

30  トウキビ(2)

31  トウキビ(3)

32  トウキビ(4)

33  トウキビ(5)

34  トウキビ(6)

35  トウキビ(7)

36 アワ(1)

37 アワ(2)

38 アワ(3)

39 アワ(4)

40 アワ(5)

41  モチアワ(1)

42 モチアワ(2)

43  シヨクビエ (1)

44  シコクビエ (2)

45  シヨクビエ (3)

46  ソバ (1)

47  ソバ (2)

(穀類平均 )

282      916       634

800     4831       4159

403     1457       2320

366     3685       3861

576     1967       110.1

46.0     1906       173.9

42.7     1758       1721

415     1141        00

382     205 1       2310

373     2020       1578

225      725        556

940     2090       2498

845     1292        901

701      121.5       1203

662     102.5       1168

30.8      772       1163

40.2      793       269.1

39.9     1169       162.8

1291     6208     1,1939

1152     7248     1,2941

1148     3606       9877

1368    1,3446       8143

597     7743       5307

701     673.2       5283

48 ういろう豆

49 うずら豆 (錦豆)(1)

50 うずら豆 (錦豆)(2)

51 うずら豆 (錦豆)(3)

豆 52 うずら豆 (1)

類 53 うずら豆 (2)

54 うずら豆 (3)

55 うずら豆 (4)

56 うずら豆(5)

57 うずら豆 (6)

58 うずら豆 (7)

42.4     2645

176.0     7724

1719     7180

139.3     6126

439     3475

466     1020

1125     3645

1943    2,9242

777    1,4269

48.3     7516

1505    1,0236

9809

2026

2480

1232

330

348

1247

5902

3418

1577

202.2

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

うず ら豆 (8)

花豆 (1)

花豆 (2)

赤大豆

紫大豆

黒大豆 (1)

黒大豆 (2)

青大豆 (1)

青大豆 (2)

′卜豆

1301     666.3       1244

2708    4,959.8     1,0359

146     2779        900

869     387.4       2438

1963    1,0023       3081

293     2686       6854

1730    1,8680       4341

273     1780       2117

548     389.4       3879

218.4    1,1626       275.3

1145     9747 325.5(豆類平均)

69 アケビ (紫幸)

70 七折小梅 (1)

果 71 七折小梅 (2)

樹 72 七折小梅 (3)

類 73 カキ (川 登早生)

74 カキ (松本早生富有)

75 いまちのこみかん

276

965

885

939

28

58

196

3479

1719

1801

1775

2440

251 1

1757

1075

711

694

847

612

765

1613

76 晩柑 (ナ ダオレンジ)

77 晩柑 (美生柑 )

78   りLオ甘 (シ
゛
ューシーフルーツ)

79 古谷梨

80 友浦巨峰

81 青い レモン

(果樹類平均)

127

159

147

H8
502

922

40.9

297.5

346.0

219.2

1090

2156

5449

2523

1190

H79
1565

354

477

3095

1091

82 自然薯

83 瀬戸金太郎芋

根 84 七福芋

菜 85 早堀馬鈴薯

類 86 バレイショ (地イモ)

87 蒟蒻芋 (在来系)

148

255

296

208

263

3.3

1753

1709

1388

1497

443

354

906

780

894

420

498

00

5.6

13.4

90

28

437

322

1874

721

1262

123.6

1072

7568

88 庄ダイコン

89 波方青首大根

9o 河之内大根

91 鵜島のラッキョウ

92 山ゴボウ

93  レンコン

(根菜類平均) 18.9     1740

100.8

253

925

609

225.3

2H.3

88.8

94   セリ(1)

葉 95 セリ(2)

菜 96 ゴギョウ

類 97 スズシロ

1154     6697

1261     421 8

1757    1,5837

536     4580

AA'
-r Af
,/\ = -{,7
,nlr)+f

474     4261

1032     2483

738    1,5559

121_7    2,0769

1021     9301

2357

4679

351.9

540.3

4259

2836

4405

805.9

2812

98

99

100

101

(葉菜類平均)

類琴
li ::li[「

it

212

298

42.5

3.2

2632

2980

4668

642

3816

1269

1930

121

106 ビワ葉茶 (2)

107 ビワ葉茶 (3)

108 天狗黒茶

(果菜類平均 )

41

109

141

18.0

64.2

2466

2253

2326

133

682

429

119.7
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2.3抗 酸化能 と抗酸化成分の関連性

2.2で 得 られ た抗酸 化能 と抗 酸化成 分 の測 定結

果 を単回帰 分析 し,両者 の相 関 関係 か ら関連性 を

調べ た。

2.4競 合関係 に ある地域農産物 と量販 品 目の抗酸

化能 に よる比較

2.2で 供試 した地域農 産物 の 中で果樹類 ,根 菜

類 ,果 菜類 にお いて ,流 通 時期 が同時期 で , さら

に摂 取方法や利 用方法 が類似 す る量販 品 目を競合

関係 にある とみな して これ の抗酸化能 を測定 した。

量販 品 目の入 手 にあた つて は生産地 か らの直接受

け取 りや 直売所 あ るい はスーパ ー な ど量販 店 か ら

購入 した。抗酸化 能 は 2.2と 同 じ2法 で測 定 し,競

合 関係 に あ る農 産物 間 の測 定値 を比較 した。

3 結 果

3.1愛 媛 県産地域農産物の抗酸化能 と抗酸化成分

に よるス ク リー ニ ング

表 2に 示 す とお り,供 試 した全 ての地域農 産物

にお いて抗 酸化 能 が確 認 され ,多 くの地域農 産物

にポ リフェ ノール が含 まれ る こ とが判 明 した。個

別 の品 目毎 にみ る と,含 有量 には高低 の差 が あ り,

なか には蒟蒻 芋 とタカ キ ビの よ うに 100倍 以上 の

差 もみ られ た。

脂 質酸化抑制能 では ,最 小値 は蒟蒻芋 で 3.3mg/

100gFW,最 大値 は タカ キ ビで 407.5mg/100gFW

とな り,全 品 目の平 均 値 は 68.6mg/100gFWで
あ つた .ラ ジカル 消去能 では ,最 小値 は蒟蒻芋 で

35.4μ mo1/100gFW,最 大 値 は タ カ キ ビで

5,617.3μ mo1/100gFWと な り,全品 目の平均値 は

616.2μ mo1/100gFWと な った .抗酸化成分 であ る

総 ポ リフェ ノール含 量 の最 小値 は トウキ ビ及 び蒟

蒻 芋 で 0.Omg/100gFW,最 大値 は タカ キ ビで

3,375.2mg/100gFW,全 品 目の平均値 は 355.5mg/

100gFWと な つた。

また ,地 域農 産物 の 区分別 に測定値 をみ る と穀

類 や 豆 類 ,葉 菜 類 の 一 部 で 脂 質 酸 化 抑 制 能 が

100mg/100gFW以 上 ,ラ ジ カ ル 消 去 能 が

1,000μ mo1/100gFWを 超 える ものが 30品 目み ら

れ たが ,果 樹類や根 菜類 ,果 菜類 ,茶 類 につ いて

は総 じて この値 よ り低 か つた .

3.2抗 酸化能 と抗酸化成分の相 関

脂 質酸化 抑 制能 とラジカル 消去能 の 2つ の抗酸

化能 間及 び各抗 酸化能 と総 ポ リフェノール含 量 の

測定値 間 には ,1%危 険水 準 で有意 な相 関関係 が認

め られ た (表 3).

3.3競 合関係 にある地域 農産物 と量販 品 目の抗酸

化能 によ る比較

表 4‐ 1,4… 2に 示す とお り,脂 質酸化抑制能 では ,

いま ちの こみかんや 古谷梨 ,七 福 芋 ,庄 ダイ コン
,

波方青 首大根 の 5品 目が ,ま た ,ラ ジカル 消去能 に

おいては ,カ キ (松 本 早生富有 )や ナ ダオ レンジ ,

古谷梨 ,友 浦 巨峰 ,早 堀馬鈴 薯 ,庄 ダイ コン,ナ
ス (大 門 )の 6品 目がそれ ぞれ標 準化 の数値 が 1以

上 と高か つた .さ らに 2つ の抗 酸化 能 が ともに高

い地域農 産物 は,庄 ダイ コン と古谷梨 で あった。

4.考 察

愛媛 県産 地域農 産物 の 中で は ,穀類 の タカ キ ビ

や紫黒米 ,豆 類 の うず ら豆や紫大豆お よび黒大豆 ,

さらには葉 菜類 の ゴギ ョウや ホ トケ ノザ は,脂 質

酸化抑 制能 で 100mg/100gFW以 上 ,ラ ジカル 消去

能 で 1,000μ mo1/100gFW以 上 を示 した .こ の結果

は ,他 府 県 の農 産物 にお け る東 (2001),池 羽 ら

(2006)の 脂 質酸化抑 制能 ,須 田 ら (2005)の ラ

表3 愛媛県産地域農産物における各分析項目間の相関関係

分析項 目1 分析項 目2 近似式 ρ値 決定係数 (R2値 )

ラジカル消去能

脂質酸化抑制能

ラジカル消去能

脂質酸化抑制能

総ポリフェノール含量

総ポリフェノール含量

y=9.8642x‐ 60.05    <0.01

y=5.082x+7.1307   <0.01

y=0.4606x+71.733  <001

0.451

0.350

0.621

データ数は 108点

-47-



愛媛県産地域農産物の抗酸化能および総ポリフェノール含量による評価

表4‐1 競合関係にある地域農産物と量販品目の抗酸化能による比較

区分名  地域農産物名 量販品目名
脂質酸化

抑制能※1

ラジカル
標準化※2  

消去能※: 標準化※2

果

樹

類

(1)

82

104

87

83

104

‐09

11

‐04
‐0.8

1.1

七折小梅 193       -14

426       04

360      ‐01

542       1.3

324      ‐0.3

鶯宿

古城

南高

竜峡小梅

果樹

類

(2)

カキ (川 登早生)

カキ (松本早生富有)

3

6

5

‐11

0.9

0.2

244      ‐Cl.8

251       1.1

246      ‐03カキ (富有 )

果

樹

類

(3)

17

7

6

11

10

14

13

10

21

1.0

‐11

‐1.3

‐0.2

‐0.4

0.4

02
‐0.4

19

いまちのこみかん 161      ‐13

394       1.9

347       1.3

218       ‐06

234      ‐03

240      ‐02

273       0.2

229      ‐0.4

220      ‐05

ネープル

はれひめ

ポンカン

マンダリン

伊予柑 (宮内)

紅まどんな

天草

温州 (南柑 20号 )

果

樹

類

(4)

13

16

15

19

15

11

‐07

04

01

15

01
‐14

晩柑 (ナ ダオ レンジ)

晩柑 (美 生柑 )

晩柑 (ジ ューシーフルーツ)

360      1.2

346       09

219        -1.4

321       04

261      ‐07

278      …0.4

文旦

グレープフルーツ

スィーティー

古谷梨

果

樹

類

(5)

新高

豊水

秋月

二十世紀

新興

ラ・フランス

24

11

11

21

8

13

6

1.6

‐04
‐0.4

1.1

‐0.8

‐01
‐11

106      1.0

35      ‐11

36      -10

69      ‐01

63      ‐03

67      ‐0.2

130       17

果

樹

類

(6)

50

31

15

54

07
‐04
‐1.2

09

216

208

137

146

1.0

0.8

‐10
‐0.8

友浦巨峰

ピオーネ

ベリーA
藤稔

果

樹

類

(7)

82

65

47

79

76

75

79

87

07
‐07
‐21

0.4

02

01

04

11

青いレモン 263      ‐0.8

551       17

463       10

386       0.3

187      ‐1.4

331      …0.2

347      ‐01

295      ‐05

レモン (外国 A)

レモン (外国 B)

レモン (県内)

ヒメレモン

ユズ

スダチ

タヒチライム

根菜

類

(1)

瀬戸金太郎芋

七福芋

‐04

1.1

‐08

171        0.7

139      ‐1.2

168       05高系 14号

根

菜

類

(2)

21

25

26

29

‐1.3

‐01

02

11

7̈6

早堀馬鈴薯

地イモ (S-6)
地イモ

デジマ

アイノアカ

54      ‐0.4

44      ‐06

52      ‐04

57      ‐0.3

根

菜

類

(3)

13

13

9

9

10

9

1.3

1.3

‐0.8

‐08
‐03

0̈8

176

72

126

129

124

116

1.6

‐16

01

02

0.0

‐0.2

庄ダイコン

波方青首大根

河之内大根

皿冠

辛味大根

耐病総太 り

※ 1 脂質酸化抑制能 :mg/100gFW,ラ ジカル消去能 :μ mO1/100gFW
※2 標準化=(各測定値―区分内農産物の平均)/区分内農産物の標準偏差

表中の太字は,地域農産物の中で競合関係にある量販品目よりも高かった (標準化数値 1以上)も の
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表4…2 競合関係にある地域農産物 と量販品目の抗酸化能による比較

区分名  地域農産物名 量販品目名
脂質酸化

抑制能※1 標準化※2

ラジカル

消去能※1 標準化※2

果

菜

類

０

ナス (西条絹皮 )

ナス (大門)

27

25

42

49

-08

‐09

05

11

230      ‐08

350      1.1

318       06

221       0̈9

ナス (筑陽 )

ナス (庄 屋大長 )

びわ葉茶 11

14

1

7

4

12

8

10

2

4

2

09

16
‐13

00
-06

11

03

07
‐11

‐06
‐11

247       07

295       12

12    ‐19

248       07

89      ‐1 1

270       10

259       08

H3   -08
179      ‐01

159      -03

159      -03

茶

類

(1)

緑茶

麦茶

煎茶

玄米茶

番茶

ほうじ茶

ドクダミ茶

ルイボスティー

桑茶

すぎな茶

天 狗 黒 茶 6

5

24

1

1

1

1

01
‐01

22
‐05
‐05
-05

‐05

116

377

91

52

64

22

00
22
‐02
‐06
‐05
‐08

109      -01

茶

類

②

プーアル茶

発酵茶A
発酵茶 B

発酵茶 C
発酵茶D
発酵茶 E

※ 1 脂質酸化抑制能 :mg/100gFW,ラ ジカル消去能 :μ 面o1/100gFW
※ 2 標準化=(各測定値 ―区分内農産物の平均)/区分内農産物の標準偏差
表中の太字は,地域農産物の中で競合関係にある量販品目よりも高かつた (標 準化数値 1以上)も の

ジカル 消去能 の測 定事例 と比較 して高 い数値 を示

す もので あ った .ま た ,こ れ らの地域農 産物 には

ポ リフ ェ ノール が 多 く含 まれ る こ とが確 認 され ,

特 に黒米や タカ キ ビ,シ コク ビエ ,花 豆 の総 ポ リ

フェ ノール含 量 が 1,00omg/100gFWを 超 え ,他 府

県 の ス ク リー ニ ングで高評価 で あ った農 産物事例

と比 べ て も高い か あ るいは これ に匹敵す る含 量 で

あ る こ とが明 らか とな った (東 ,2001;木 村 ら ,

2002;木 村 ら,2006;須 田 ら,2005)。

次 に,抗 酸化能 と総 ポ リフェ ノール含 量 の相 関

と寄与率 につ いて検討 した結果 ,両 項 目には統計

的 に有意 な相 関がみ られ ,そ の決 定係 数 か らポ リ

フェ ノール が愛媛 県産地域農 産物 の抗 酸化能 に果

たす 寄与率 は高 く,中 で もラジカル 消去能 との相

関は 0。 621と 半分 以上 の寄与率 が見 られ た こ とか

ら,ビ タ ミン類 な どの他 の抗 酸化成分 よ りも高 い

もの と推 察 され ,東 (2001)の 報告 を支持す る結

果 が得 られ た。

愛媛 県産 地域農 産物 を対象 に実施 した ス ク リー

ニ ングで は,比 較 的抗 酸化 能 が低 か った地域農 産

物 が数 多 くあ った。 これ らの地域農 産物 の食 品機

能性 上 の付加価 値 向上 を図 るた め,流 通 時期や摂

取方 法等 が競合 関係 にあ る量販 品 目を設 定 し,地
域農 産物 と比較 した。その結果 ,10種 の地域農 産

物 につ いて は ,競 合す る量販 品 目よ りも抗 酸化能

にお いて優位 な品種特性 を有 してい る こ とが 明 ら

か とな つた。

ただ し,こ れ ら知見 を高付加 価値化 のた めに商

品へ情 報 を付 与 し表示 す る場 合 には健 康増進 法 な

ど法律 上 の制約 を受 け る こ とを考慮 す る必要 が あ

る (厚 生労働省・農林水 産省 ,2007)。 一方 ,米 国

等では ORAC法 に よる抗 酸化能 (Guohua,1993;
Wu, 2004a, b;Prior, 2005;ブ て澤 , 2008)の 藩U

定値 は 商 品へ の表 示 が 可能 とな つて い る.現 在 ,

国内で も ORAC法 に よる抗酸化能 の表示へ の適用

を視 野 に入 れ つ つ ,法 律 の 改 正 を視 野 に入 れ た

様 々な検討 が な され てい る (渡 辺 ら,2009;佐 藤

ら,2010)。 また ,総 ポ リフェ ノール含 量 について

は ,Folin‐ Denis法 を 一 部 変 更 した Folin‐

ciaocalteu法 (日 本食 品科 学 工学会 ,2009)が 茶

葉 を対象 と した公 定法 に採 用 され るな ど,食 品機

能性 に関す る研 究情勢 は ,消 費者 の 関心 の高 さも

相 ま って さ らに進 展 してい く と思 われ る。将来 的

には ,国 内 にお い て も今 回得 られ た情報 が単 な る

商品説 明 のみ な らず ,生 産者 が高付加価値 化や 差

別化農 産物 と して明示 で き るな ど,多様 な形 で活

用 され る こ とを期 待 した い。
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